
　なは市民協働大学は、協働によるまちづくりの
実践者となる人材育成を目的とした事業です。今
年度は、27 人の受講生が卒業認定を受けました。
　また、日頃から地域や身近なところにおいて協
働によるまちづくり活動を実践している方々を「那
覇市協働大使」として委嘱しています。今回新た
に 88 人の方が協働大使の委嘱を受けました。こ
れで協働大使の総数は 780 人となりました。
　今後も本市の推進する「協働によるまちづくり」
へのご理解ご協力を、ゆたさるぐとぅ　うにげー
さびら。

　4 期 14 年の長きにわたり本市の発展に尽力さ
れた翁長雄志前市長。市では翁長前市長の多大な
るご功績に対し、議場で「那覇市名誉市民章」を
贈呈しました。これまでに翁長前市長を含め、12
名の方が授与されています。
　ご家族を代表して妻の樹子さんは「全てのみな
さんが故郷沖縄のために尽力しています。これか
らも話し合いながら、手を取り合いながら、沖縄
のため、那覇のために頑張っていけたら。そうす
ることで翁長は喜んでくれると思います」と感謝
の言葉を述べました。
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　前島小学校と久茂地小学校が統合し、新しく
なった那覇小学校。統合から 5 年が経ったこの度、
現在の那覇小学校の地に前島小学校閉校記念碑が
建てられました。
　除幕式には、児童生徒や保護者、地域のみなさ
んが集まり、思い出を振り返り、記念碑の完成を
喜んでいました。
　記念碑は、那覇小学校のグラウンドに面して建
てられています。卒業生のみなさんはぜひご覧に
なり、小学校の思い出に浸ってみてはいかがで
しょうか。

国宝　玉冠（付簪）
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